研究歴を回顧して by 安部,悦生






　1969 年 1 月の安田講堂攻防戦の結果，その年の東大入試は行われないことになった。そこで，
どこを受けようかと思案した。第一に思ったのは京都大学であるが，前の年に受験勉強で京都
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よりも，近代鉄鋼企業
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　私が経営学部の職を得た 1978 年には，経営学部で 7 人もの大量の新任教員を迎え，私は助
手だったので，在外研究に行く順番は遅くなるのが必至だった。在外に行くためには 5 年の勤
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　アメリカから帰ってきたときは，充実感というよりは挫折感の方が大きかったと思う。主に













　翻訳でよい点は，私の場合，2 時間かければ 1 頁ほど訳が進むので，時間を無駄にしなくな
















気持ちはあった。しかもイギリスには若手向けの T.S.Ashton Prize という賞があり，その応
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ので，1992 年から 1993 年にかけてイギリスのケンブリッジ大学歴史学部にお世話になった。
そこで行なったことと言えば，日本では手に入らない史料（特に技術協会などの地方の出版物）
を集めて，それによって補足しながら，イギリスの学術雑誌向けに日本語の論文を拡充するこ
とであった（その投稿論文は，イギリスの Business History に掲載された）。お声がかかった
ので，その草稿を基に，ケンブリッジ大学の Economic History Seminar（イギリスではワー
クショップではなく上品にセミナーと呼んでいた）で報告したり，ロンドン大学の日本研究所
や，ウォーリック大学経済学部，ケンブリッジ大学の Judge Institute of Management（現
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自らの適性にも合い，好むところでもあったので，65 歳の役職定年まで 20 年以上も勤めた。
　さらに，この頃は国際会議をオーガナイズするようになり，その成果を Oxford University 
Press などから編者として出版するようになった（Japanese Success? British Failure?）。また
日本経営史学会の国際会議（通称「富士コンファレンス」）の委員長となり，国際活動を担当
するようになった。この委員会も 10 年以上，委員長として務めた。
　また，学術雑誌の Far Eastern Business Review（現 Asia Pacific Business Review）が創刊
されるときにジャパン・エディターとなり，国際的な学術雑誌の編集にも携わった。
　1997 年には，アメリカの Organization of American History（アメリカ歴史学会）から招待
され，サンフランシスコで「日本における近代ビジネスの発展」と題して報告した。同じ報告
を，ボルティモアのジョンズ・ホプキンズ大学でも行なった（論文として Business History 


































的なものを除けば，2015 年まで，約 20 年間も成果を出すことができなかった。ようやく 2015
年になって，論文を上梓したという状況である。
　半導体を勉強し出すと，その装置・製品としてのコンピュータに目が移り，しかも時代の流
20-01-086　001　安部悦生.indd   10 2020/02/20   16:22:03



































































20-01-086　001　安部悦生.indd   12 2020/02/20   16:22:03
